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「まず、やってみよう」の心持ちを大切に 

             一宮市立浅井北小学校 校長 太田 暢子 

新しい年を迎え、学校ではまとめの学期となる 3 学期が始まっています。1･2 学期に子ど

もたちが見せてくれた成長の姿を、さらに大きく豊かにして、次年度につなげていきたいと思

います。成長の姿が感じられた一つのエピソードとして、6年生の修学旅行での様子を紹介さ

せていただきます。  

本校が修学旅行に出かけた１１月は旅行の自粛ムードも緩和され、見学に訪れた二条城にも

多くの旅行者の姿がみられました。見学のさなか、私は一人の男性の方に声をかけられました。

どこから来たのかなど聞かれた後、「子どもたちが周りを気遣って見学する姿に感心した。実は

昨日、よそのお寺で修学旅行生がいたが、僕ら見学者がいる中、走ったり騒いだりして、自分

たちは本当に嫌な思い出になってしまった。今日はよい姿を見せてもらって、本当に来てよか

ったと思って声をかけさせてもらった。素晴らしい姿だ」と言われました。 

続いての見学地、妙心寺退蔵院での座禅体験では、お坊様より座禅は心のそうじであること、

棒（警策）で肩を打たれることは、長時間座禅を続けることへの励ましの行為であることを教

えていただきました。そして、座禅に入る前に「警策で肩を打ってほしいかどうかは自分で決

めるように。そして、打ってほしければ、私が近づいたら手を合わせて静かにお辞儀をするよ

うに」と言われました。座禅後、お坊様よ

り「たくさんの修学旅行生を受け入れて

きたが、こんなに大勢の子が、進んで警策

で打ってもらおうとしたことは、初めて

であり、感心した」とほめていただきまし

た。続けてお坊様から「何事も『まず、や

ってみよう』と思うことが大切。やってみ

ないとわからないことはたくさんある。

これからも『まずやってみよう』と思う心

を忘れないでほしい」とのお言葉をいただきました。 

日頃の学校生活で心がけていることを、学校外の場所でも実践できた子どもたちの成長をと

てもうれしく思いました。私たち教職員も、お坊様からのお言葉「まず、やってみよう」とい

う心持ちを大切に、教育活動のさらなる充実を図っていきたいと思います。今年度も残りわず

かとなりました。これまでの教育活動へのご理解に感謝いたしますとともに、引き続きのご協

力をよろしくお願いいたします。 
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2月の行事予定  

      7日(火)  連区公民館長推薦会議    8日(水) 企画広報委員会 

10日(金) 交通安全街頭監視日     15日(水) 資源回収日            

                   



浅井公民館クリスマス会

12月 17日(土)浅井公民館で初めてとなるクリ

スマス会が開催されました。これはコロナ禍で遊

ぶ機会の減った子どもたちに楽しんでもらおうと

浅井公民館が企画したもので、浅井町 3小

学校の子どもたちと保護者合計 80 人を招

いて趣向を凝らしたプログラムが用意され

ました。子どもたちはクリスマスツリーに

願い事を書いた紙を貼り付けたあと、ハン

ドベル演奏や手話遊び・二胡演奏などを楽

しみながら、休憩の合間には的当てゲーム

や魚釣り、それに短編映画鑑賞に興じていました。 

 そして午後５時からは最大のイ

ベントとして一宮太鼓保存会の勇壮な

演奏の後、公民館外壁に飾り付けられた LEDイルミネーション

の点灯式が行われ、子ども代表 3 人が中野市長とともにボタン

を押してイルミネーションを点灯し会はクライマックスを迎え

ました。 

 浅井公民館では、来年からもクリスマス会を年末の恒例イベ

ントとして定着させたいと考えています。 

 コロナに負けるな 浅井っ子花火大会 
12 月 17 日(土)午後 6 時より浅井町地域づくり協議会主催の「コロナに負けるな・浅井っ

子花火大会」が浅井中学校グラウンドで開催されました。小雨降る寒い天候でしたが、午後か

らの公民館クリスマス会に引き続いての催しでした。地元の浅井・服部議員

とともに中野市長もクリスマス会の後、グラウンドにお出で頂き、ご挨拶を

頂きました。 

 この花火大会は浅井町の児童生徒が、長く続くコロナに負けず、日常生活

の中で元気を取り戻すことを期待してのイベントです。事

前に申込みをした浅井 4 小中学校児童生徒 524 名とそ

の保護者342名が会場である中学校グラウンドに集まっ

た午後 6時から打ち上げが始まりました。15分程度

の短い時間でしたが、臨場感抜群で花火の打ち上げと

共に、驚嘆の歓声があちこちで上がっていました。小

中学生は保護者と、そして友達同士で「すごい、すご

い」と驚きと感動に浸ったひと時でした。 

 このイベントの開催にあたり、浅井防犯パトロール

隊のボランティアには、道路警備と駐輪場警備、消防団浅井分団員にはグラ

ウンド警備をお願いし、その他にも多くの方々のご協力があって開催することができました。 

この花火大会で浅井町の小中学生が元気を取り戻すとともに、浅井町が明るい町になること

でしょう！ 

年末特別警戒に市長激励 

12 月 29 日(木)に一宮市消防団浅井分団による年末特別警戒

が実施されされました。午後 7 時に中野市長をはじめ、浅井・

服部議員、地域づくり協議会長、正副連区長、公民館長が訪れ、

浅井分団隊員の皆様を激励しました。 

魚釣りを楽しむ子どもたち 

ハンドベルの演奏 

二胡、短琴、ピアノの演奏 

公民館のイルミネーション 

中野市長の挨拶 


